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第Ⅵ章　考　　　察
１　史料との比較
　
　現在残されている相川金銀山や上相川地区に関連する絵図と現地形を比較すると、絵図に表記された道
と現存する道跡が重複しているものが多いことがわかる（第 16 図）。現存する道跡についてはⅣ章におい
て説明しているため割愛するが、このような道跡は、絵図に表記された道の形状と現在確認できる道跡の
形状がほぼ一致しており、江戸時代からの姿を留めているといえる。調査に先立って、上相川地区内の各
町域のおおよその境界を確定する際に、この道の形状や各道の位置関係が大変役立った。これとは逆に絵
図に描かれる町割とテラスが符合する事例は意外に少ない（第 17 図）。また、今回の調査範囲には含まれ
ておらず、伐採作業を行っていない範囲では、詳細な内容について不明な点があるものの大山祇神社、専
念寺、玄徳寺、法花寺、専照寺、妙音寺といった寺社跡や道跡などが絵図と同じ位置に残されている。
　「上相川絵図」（写真図版 3）に表記された道の形状や地割、石垣等の配置状況から判断して、現地形と
ほぼ一致するテラスは、小右衛門町跡（Ａ・Ｂ）、本町跡付近（Ｃ）である。このほかに現段階では確証を
得るまでに至っていないが、九郎左衛門町跡と相川町跡との町境付近（Ｄ・Ｅ）や弥左衛門町跡の丹波岩
と呼ばれる岩付近（Ｆ・Ｇ）についても当時の景観を留めている可能性が高いと考えられる。現在では絵
図に表記された丹波岩は確認できないが、弥左衛門町跡のｔ 51 ～ 52 テラスで露岩が確認できることから、
絵図に表記された場所と推測される。九郎左衛門町跡の東側及び弥左衛門町跡（Ｄ・Ｅ東部分）では、絵
図上で短冊状に描かれた町割に対し、現地形では短冊状ではない規模の大きいテラスが見られる。こうし
た場所では、元来短冊状であった町割が、その後屋敷が廃絶したことにより合筆して田畑として再利用さ
れた可能性や絵図上では大きなテラスがコンパクトに表記されている可能性が考えられる。
　今回の調査では、絵図に表記されるＮ−Ｓ方向に伸びる道跡の遺存状態が悪く、地表面で確認できる道
跡が少なかった。このため、絵図を基にした現地形における町境決定の際に道を指標とすることができな
いため、現況での絵図との符合作業を困難なものとしている。また、上相川地区における町並の規模も時
期によって変動している可能性が高く、九郎左衛門町と弥左衛門町の例を見ると、「相川町々書上げ帳」（史
料 10）では、前者が 97 間（約 176.3 ｍ）、後者が 37 間（約 67.3 ｍ）と記載されているが、明治期の「相
川町字図」では、前者が約 120 ｍ、後者が 200 ｍほどの規模となり、両者の町の長さが逆転していること
がわかる。こうした町域の変化は、文政 9 年（1826）の「相川町々墨引」（写真図版 5）でみられるような、
人口の減少に伴う集落範囲の縮小によって、享保期以降に無人化していった旧弥左衛門町に九郎左衛門町
の東部の無人化した範囲が含まれていったことで、九郎左衛門町の規模が縮小したことによるものと考えら
れる。こうした事例も江戸時代の町域の特定を難しくしている要因の一つとなっている。
２　遺　　　構
Ａ　テラス・石垣
　調査範囲内の地表面で 164 基のテラスが確認されている。これらの中には、小右衛門町のトレンチ 8 や
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（「上相川一筆絵図」［欠年・舟崎文庫蔵］に加筆）
（「上相川一筆絵図」［宝暦2年作製、文化9年複製・相川郷土博物館蔵］）に加筆
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第 17 図　絵図及び地形図からみた道跡分布図（２）
第 16 図　絵図及び地形図からみた道跡分布図（１）
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第 19 図　絵図及び地形図からみた道跡分布図（４）
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第 18 図　絵図及び地形図からみた道跡分布図（３）
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トレンチ 9 で見られるような小規模のテラス群が連続している可能性もあり、現地形からの観察には限界が
ある。また、江戸時代の絵図や明治時代の地籍図でみられる短冊状を呈する地割は、昭和期の地番統一によっ
てわからなくなり、家屋廃絶後に空地を田畑に再利用する例があることから、現在の地形と集落があった時
期の地形には格差がある可能性も否定できない。
　これまでの調査によって確認された最も規模の大きいテラスは長軸 32 ｍ×短軸 16 ｍ、最も小さいテラ
スは長軸 5 ｍ×短軸 3 ｍで、面積は最大で 383 ㎡、最小で 9 ㎡、平均規模は長軸 13.8 ｍ、短軸 6.95 ｍ、
面積 87 ㎡である。
　文献史料を参考として、テラスの土地利用状況をみると、弥左衛門町跡に見られるようなＳＦ 5 沿いの
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第 20 図　絵図史料と現地形比較図
— 64 —
規模の大きいｔ 123・126・128 ～ 134・137 テラスには、文献史料に弥左衛門町に寺院のあった記録が無
いこと、山師に由来する町名であること、後述する石製品が多く分布する範囲であることから、山師などの
有力者の屋敷地、又は山師が抱えていた技術者等による鉱石粉成や製錬等の作業場があった可能性が考え
られる。「上相川一筆絵図」（写真図版 2）や「上相川絵図」（写真図版 3）等が作製された時代には、同一
の所有者が土地を所有しており、元来はこのような屋敷地・作業場が、家屋廃絶後に田畑に転用されてい
ることがわかる。
　ｔ 27 − 1 に設定したトレンチ 8 より検出された炉跡は、被熱の形跡がなく未使用と考えられるものであ
るが、掘り方の周囲を黄褐色粘土で囲み、さらに遺構周縁部を礫で囲んだもので、今後佐渡における炉跡
の一形態として注目する必要がある。周辺部に同様の炉跡群があるかどうかについては、将来的な発掘調
査の成果をまたなければならないが、鉱山集落内における製錬所の位置付けを考えるうえで、貴重な遺構
であると考えられる。
Ｂ　窪地・ズリ等の分布状況
　窪地は、九郎左衛門町跡のｔ 89 テラス及びその北側に各 1 基・ｔ 116・117 テラスで各 1 基、九郎左衛
門裏町跡のｔ 93 テラスで 3 基・ｔ 94 テラスで 1 基、弥左衛門町跡のｔ 46 テラスで 1 基・ｔ 47 テラスで
2 基、ｔ 83 テラスに 1 基、小右衛門町跡のｔ 29 − 1 テラスの北側斜面に 1 基が確認されている。
　次にテラスごとにズリの散布状況をみると、本町跡のＳＦ 1・ｔ 15 テラスの一部・ｔ 20 − 1 ～ 22・23
テラスの一部・25 テラス、小右衛門町跡の SF1・ｔ 28 テラス、弥左衛門町跡ｔ 47・67・73 テラスの一部、
九郎左衛門町跡のｔ 84・85・93 テラスに多量に見られ、周辺部のテラスにおいても比較的多く見られる。
特にｔ 28・84・85・93 テラス、小右衛門町跡のＳＦ 1 では、直径 3 ㎝以下の小さいズリが極めて多量に
散乱している。
　窪地とズリの分布状況を比較すると、窪地の周辺部にはズリの散布が認められる例が多いことがわかる
（図版 6）。石見銀山遺跡の発掘調査事例を見ると、こうした窪地に扣石が置かれ、鉱石粉成が行われたと
推測される遺構が検出されているため［島根県教育委員会・大田市教育委員会 1999］。上相川地区では、
発掘調査をしていないため、窪地内における扣石の出土事例が無いが、窪地において扣石による鉱石の粉
砕作業が行われていた可能性が高いと言える。
　また、平成 17 年度調査区の本町跡のｔ 20 − 1 テラスや小右衛門町跡のｔ 29 − 2 テラスに設定したトレ
ンチでは、ユリカスと考えられるシルト層が検出されている。ユリカスの検出されたテラスやその周辺部は
ズリの分布範囲と重なることが多い。平成 18 年度調査区では、発掘調査を実施していないため、ユリカス
の分布状況は不明であるが、細かいズリの散乱する周辺部において、同様の事例が見られる可能性が高い
と考えられる。前述する窪地とズリの関係と併せて、扣石・石磨による鉱石の粉成作業の一連の工程が行
われる作業場が集中していた可能性が高い。
３　遺　　　物
Ａ　土器・陶磁器類
　今回の調査では、16 世紀末～ 19 世紀にかけての遺物が調査区全体で確認されている。このうち中心と
なるのは、16 世紀末～ 17 世紀にかけての陶磁器類であり、上相川で人々が盛んに活動した時期を示すも
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のと考えられる。
　陶磁器類は肥前産のものが多く、陶器では鉄絵装飾のある古唐津の皿（30・72・82・96・134）や三島
手の皿（87・103）、白化粧土に花状貼付文が装飾された鉢（75）などが、磁器では草花などの染付が施
された初期伊万里の皿（10・55・110・122・127・128）や青磁の皿（38）などがみられる。このほか、
明末清初の中国磁器（12）や桃山時代の瀬戸美濃の天目茶碗（1・13・34）などが出土していることから、
周辺に山師などの有力者の住居の存在が想定される。
　また、ｔ 101・ｔ 105・ｔ 107 テラスからは、仏飯器（89・92）や香炉（94）、小型の瓶（90）や杯（95）
などが採集されており、燻し瓦（土製品 10）も表採されている。仏飯器や瓦は、「元禄七年五月 相川町田
畑屋敷検地帳」（史料 11）を見ると九郎左衛門町に修験者を示す「院」の名が多く見られ、九郎左衛門町
には、同町で没した清音尼や修験者・比丘尼が多く住んでいたことを裏付ける遺物と考えられる。
　土器類については、坑道内で使用したと考えられる灯明皿の割合が圧倒的に多く、戦国時代末～江戸時
代初期にかけて鉱山労働者がこの付近に多く居住していたことをうかがわせる。
Ｂ　石製品の分布状況
　上相川遺跡の場合、地表面で多量の石製品が確認されている（図版 5）。平成 17 年度調査では、トレン
チ内から石磨や扣石が出土しているため、実際には土中に相当量の石製品が埋蔵している可能性が高い。
　確認された石製品の点数は、弥左衛門町跡が 392 点と最も多く、次いで小右衛門町跡の 86 点、本町跡
の 59 点、九郎左衛門町跡の 52 点、九郎左衛門裏町跡の 25 点であった。この町域は、明治時代の地籍図
をもとにしているため、九郎左衛門町と弥左衛門町間では、江戸時代の町並の間数と明治時代の地籍図で
の距離と食い違いを見せており、町並の消長とともに町域が変動していると推測される。このため、現在確
認されている弥左衛門町跡と九郎左衛門町跡間における石製品の所在数も変化する可能性がある。
　地表面における石製品の分布状況を見ると九郎左衛門町跡から弥左衛門町跡にかけてのＳＦ 5 周辺部や
小右衛門町跡付近のＳＦ 1 周辺部といった道沿いに集中する傾向が見られる。九郎左衛門裏町跡では石製
品の総数は少ないが、組成比率を見ると扣石に偏りが見られる。これらの石製品の中には、特に石垣石と
して再利用されているものが多く、家屋廃絶後に田畑として再利用された際に耕作の邪魔となる石製品を
集積した可能性がある。
　これらが、そのまま同町において使用されたと考えるのは早急な考え方かもしれないが、こうした結果か
ら職種による住み分けがあったことが想定され、弥左衛門町跡周辺の比較的規模の大きいテラスにおいて、
鉱石粉成等の作業が行われていた工房の存在が推測される。
Ｃ　鉱滓・羽口等の遺物の分布状況
　テラスごとの鉱滓の採集状況をみると、鉱滓は本町跡のｔ 5・12・15・18 ～ 22 テラス、小右衛門町跡
のｔ 27 − 1・27 − 4・29 − 1 ～ 3・32・37 テラス、弥左衛門町跡のｔ 42・65 ～ 67・124・125・151 テ
ラス、九郎左衛門裏町跡のｔ 73・75・80・82・83・85・88・94・96 テラスでみられ（図版 8）、ｔ 20 − 1・
21・25 ～ 27 − 1 テラスでは羽口片が出土・採集されている。鉱滓の採集重量は、ｔ 77・80 テラス及びそ
の南側の土手において極めて多量であり、本町跡内のｔ 5 ～ 22 テラスで比較的多い。特にｔ 5 ～ 22 テラ
スは、ｔ 77・80 テラスの斜面下段にあたるため、ｔ 77・80　テラスから斜面下へ廃棄されたものが堆積
している可能性がある。
— 66 —
　鉱滓が検出された遺構のうち、実際に製錬もしくは鍛冶に関連する施設があった可能性の高い場所は、
九郎左衛門裏町跡のｔ 77・80 テラス付近と平成 17 年度の発掘調査によって炉跡が検出され、鉱滓・羽口
片の採集されている小右衛門町跡のｔ 27 − 1 テラス付近である。鉱滓等の資料の科学分析を行っていない
ため、現段階において金銀の製錬によるものか、鉄製品の鍛冶によるものかは不明であるが、前者であれ
ば上相川の集落規模の変遷や正保 2 年（1645）の佐渡奉行所跡による床屋の取締りと選定があったこと
からみると、江戸時代初期に山師に属した小規模な製錬所があった可能性が高い。
４　まとめと今後の課題
　上相川地区は、約 20ha もの広大な遺跡であり、その多くが山野に埋もれた状態である。調査は、約 1 ／
5 に満たない面積ながら、本町跡・小右衛門町跡・弥左衛門町跡・九郎左衛門町跡・九郎左衛門裏町跡と
いった範囲の分布調査を実施してきた。一部範囲でトレンチによる発掘調査を行ったものの、分布調査を
主体とした今回の調査では、地表面における遺物の分布状況やテラスや石垣などの遺構の位置など、同地
区の遺跡内容を端的に示す資料を得ることができた。分布調査によって、窪地や石磨や扣石、ズリといっ
た鉱石粉成にかかわる遺構や遺物、羽口・鉱滓といった製錬にかかわる遺物が集中して分布する範囲があ
ること、また、絵図や文献史料の調査を通じて、寺院が集中する町や寺院の無い町があったことは、上相
川地区でみられる鍛冶町や床屋町などの由来となった町単位での職種による住み分けのほかに、各町内に
おいても小規模な職種によって居住域の住み分けが行われていたことを示すものであり、特に採集された
陶磁器類には、天目茶碗や中国製の陶磁器などの山師などの有力者が所持していたと推測される遺物の存
在と併せて、山師お抱えの技術者が各町にいたとも考えられる。各テラスにおける構造物の有無については、
将来的な発掘調査の成果による部分が大きいが、発掘調査を進めるうえでも、このような遺構や遺物の集
中する区域を優先して調査することで、江戸時代初期における山師とそれにかかわる人々の居住・生業形
態が判明する可能性が高いと思われる。
　今後の課題として、同地区では地表面で遺構の有無を確認できるため、一般的な埋蔵文化財に比べて遺
構の遺存状況は極めて良いと考えられるが、発掘調査を実施していないため、テラス等の遺構がいつ頃造
成されたものなのかという年代の特定が困難という問題点がある。また、現在得られている遺跡の資料も地
表面で観察されたものが多いため、今後、上相川という鉱山集落の成立年代を含め、こうした時期的な変
遷を考える上で、資料収集や今回の調査成果によって得られたデータをもとに、一部範囲におけるテラスを
対象とした全面の試掘調査の必要性が考えられる。
　遺物の観点からみると、同地区内や佐渡島内の鉱山遺跡における調査を進めていくうえで、上相川地区
内に分布する寺院の石造物調査による墓石や石造物の形状、刻銘を基にした編年体系の確立、地表面に散
乱するズリと相川金銀山の各間歩のズリサンプルを採取し、ズリの科学分析によって間歩産出箇所の特定
をしたうえで、山師の稼いだ場所と金銀の製錬までの工程を行った場所の特定、灯明皿等の土器や鉱山臼
や扣石の編年的な分類、上相川全域での分布調査によって、「湯之奥型」「黒川型」などの中世の鉱山臼の
有無の確認作業の必要性を感じており、特に遺物の編年体系の確立は急務であると考える。
　これまで、日本国内では島根県の石見銀山や山梨県の湯之奥金山・黒川金山等で鉱山遺跡の調査が行わ
れているが、佐渡市内では、相川金銀山に関連する鉱山集落のほか、鶴子銀山に伴う鶴子田中遺跡・鶴子
荒町遺跡や新穂銀山における滝沢千軒と呼ばれた鉱山集落等、複数の鉱山集落跡の存在が確認されている
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ものの、未調査である遺跡が多い。今後、上相川地区の調査を端緒として、佐渡市内で実施される予定の
他の鉱山遺跡の調査も含め、佐渡島における鉱山遺跡や鉱山集落跡の調査を進めて行き、鉱山集落の規模
や周辺部の寺社や町との関連等について、調査を進めていきたい。
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≪要　　　約≫
 1 ．  佐渡金山遺跡上相川地区は、佐渡市上相川町・相川小右衛門町・相川柄杓町・相川奈良町地内に所在
し、現況は山林、原野等である。
 2 ．  遺跡は、濁川左岸の標高 150 ～ 250 ｍの高位段丘及びその斜面に立地し、東西約 800 ｍ、南北約
300 ｍ、総面積は約 20ha を測る。
 3 ．  遺跡は、戦国時代末に成立し、江戸時代初期にかけて最盛期を迎え、明治年間に廃絶したと考えられる、
相川金銀山に伴う鉱山集落跡である。
 4 ．  分布調査は、国史跡指定の基礎資料を得ることを目的とした遺跡の範囲内容を確認するため、平成 15
年度から平成 18 年度にかけて実施した。調査面積は 34,900 ㎡であり、このうち平成 17 年度に実施
したトレンチ発掘調査による調査面積は 291 ㎡である。
 5 ．  調査の結果、遺跡のほぼ全域から江戸時代の遺構・遺物が検出された。また、テラス状遺構や石垣等
の遺構のほぼ全てを地表面において良好な状態で確認することができる。
 6 ．  遺構は、テラス 165 基、石垣 158 基、石段 3 基、道跡 9 条、水路跡 1 条、炉跡 1 基、土坑 9 基、ピッ
ト 20 基、性格不明遺構 2 基である。このうち、トレンチより検出された遺構は、石垣 4 基、炉跡 1 基、
土坑 9 基、ピット 20 基、性格不明遺構 2 基である。
 7 ．  出土・採集した遺物は、遺物は 16 世紀末から 17 世紀を中心とする近世の碗、皿、すり鉢等の陶磁器
や灯明皿等の土器、煙管・銭貨等の金属製品、石磨・扣石・硯等の石製品、羽口等の土製品、鉱滓で
ある。
 8 ．  同地区に関連する江戸時代の絵図が多く現存し、関連する記述が掲載された史料が多く残されている。
 9 ．  検出されたテラス状遺構の中でも短冊状に地割された区域が多く見られ、江戸時代の生活区域形状が
現在も良好に保存されている。
 10．  江戸時代の絵図に描かれた道と現存する道跡の多くが重複することから、江戸時代の形状が現在も良
好に保存されていることがわかる。
 11．  石磨や扣石、ユリカス、ズリ、鉱滓、羽口等の鉱石粉砕・製錬工程に関連する遺物が集中する区域が
見られ、職種別の住み分けがあったことを推測できる。また、江戸時代の検地帳や文献史料等の面か
らもこれを裏付けることができる。
 12．  平成 17 年度のトレンチ発掘調査を除き、発掘調査を伴わない調査であったため、遺物の観点からみ
た遺跡の内容については不明な点が多いが、瓦や仏飯具、明末清初の中国磁器・初期伊万里の皿や天
目茶碗等の陶磁器が採集されたテラス及びその周辺部では、寺院や山師等の有力者の屋敷跡が存在し
た可能性が高い。
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